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病 院 説 明
～大崎・栗原医療圏（人口約24万人）を支える基幹病院～





大崎市民病院 本院
所 在 地 ： 大崎市古川穂波三丁目8番1号
病 床 数 ： 500床

（一般 494床（うち救急病床 30床），感染症 6床）
診 療 科 ： 45科
医 師 数 ： 199名（うち初期研修医34名含む）
職 員 数 ： 1,274名（分院，委託事業者除く）
※会計年度任用職員含む 令和8年4月1日現在

協定医療関係：東北大学大学院医学系研究科
（東北大学大学院医学系研究科と大崎市民病院との先制医療の

研究・診療に従事する優れた専門的人材育成の連携に関する基本協定）

指定関係：[主な指定医療等]
臨床研修指定病院
DPC特定病院群
救命救急センター
地域医療支援病院
地域がん診療連携拠点病院
地域周産期母子医療センター
災害拠点病院
脳死に係る臓器提供病院
第二種感染症指定医療機関
病院機能評価認定

へき地医療拠点病院



センター受入総患者数･･･････‥･････ 10,036人
１日平均救急外来患者数･･･････････････ 27.5人
１日平均救急車搬送患者数･････‥･･････ 16.4人
ドクターヘリ搬送数･････････…････････‥ 16件

外来患者（１ヶ月平均）･････････‥   22,580人
入院患者（１ヶ月平均） ･･････････ 12,498人
平均在院日数（一般）･･･････････････‥  10.3日
年間分娩件数･････････････････････‥ ‥ 413件



※手術室で行われたもののみ
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高度医療技術の導入（手術支援ロボット）

■手術支援ロボット（da Vinci Xi） ※写真上

令和５年１月から
現在，下記4診療科の症例を開始。

①消化器外科 「胃がん，大腸がん」
②泌尿器科 「前立腺がん，膀胱がん」
③呼吸器外科 「肺がん，縦郭腫瘍」
④婦人科 「子宮筋腫」



アカデミックセンター
～初期臨床研修医のための専門スタッフが研修生活をサポート～



監理官＆部長からのご挨拶

アカデミックセンター監理官
一ノ瀬 正和

アカデミックセンター部長
竹内 雅治

2020年4月1日、アカデミックセンター監理官に着任しました。
アカデミックセンターは、東北大学医学系研究科・医学部との共同研究・試験等の連

携強化と，職員の研究・学術論文発表等のアカデミックライティングの向上を図り，積
極的に発表を推進するとともに，各職員の業績・資格の管理も行っていくことを目的と
して設置されました。

東北大学での経験を活かし、大崎市民病院の診療、看護、薬剤、検査、リハビリテー
ション、栄養など各部門の学術面の充実に向け支援していきたいと思います。特に、研
修医のキャリア形成にあたっては、将来の専門性にとらわれず、患者を全人的に診るた
めの臨床能力を身につけるため、早い時期から実臨床とのバランスをとって、まとめる
能力やプレゼンテーション能力を身に着けるべく学会発表や論文作成のサポートを行っ
ていきます。

2026年4月よりアカデミックセンター部長を拝命いたしました竹内雅治と申しま
す。アカデミックセンターでは、「職員研修部門」、「臨床研修部門」、「東北大
学連携大学院」を統括し、さらにこれまで各科各医師で行われてきた治験や臨床研
究などの学術研究も統括すると共に、職員の学会発表や学術論文作成の支援等を主
な業務としています。

患者さんや市民の方々に直接関わるものではありませんが、医療の基礎となる学
術的部分を強化・発展させることが、病院の理念である「市民が安心できる医療の
提供」のために必要だと考えています。

一ノ瀬正和東北大学名誉教授の豊富な経験に基づいたサポートにより、臨床のみ
ならず学術的側面にも力を入れ、病院の実力、ステータスを向上させるべく邁進し
ております。



●協力型臨床研修病院および協力施設
【精 神 科】

協力病院：東北大学病院，国見台病院，東北医科薬科大学病院，東北会病院
こころのホスピタル・古川グリーンヒルズ

協力施設：旭山病院
【地域医療】

協力施設：大崎市民病院岩出山分院，大崎市民病院鹿島台分院，
大崎市民病院鳴子温泉分院，大崎市民病院田尻診療所
涌谷町町民医療福祉センター



精神科
（4W）

小児科
（4W）

※救急科研修の8週に加え，初期研修2年間の日当直業務をもって厚生労働省の定める救急12週必修とする。

※救急科研修の8週及び日当直業務に加え，脳卒中及び頭部外傷の神経救急を4週脳神経外科で行う。

※一般外来の研修は地域医療の研修期間8週中4週行う。



令和７年度もフルマッチ！



令和8年4月1日現在



処 遇 等



1年次20日，2年次 20日，年末年始，特別休暇（リフレッシュ休暇（5日），忌引，
産前産後休暇ほか）

借上げ公舎有
〈病院負担：賃借料（上限65,000円/月）から公舎使用料（賃借料の
8％）を差し引いた額〉

※別途夜勤手当・時間外手当等の諸手当は院内規定により支給



研 修 生 活
～指導体制～





研 修 生 活
～研修施設～





研修医室に隣接した図書室



研 修 生 活
～講義・研修会・学会～







初期臨床研修医の活躍する姿



専 門 研 修
～初期臨床研修修了後の進路～



※新専門医制度は平成２９年度修了者から対象
（平成30年度開始）
（当院で専門研修を開始した専攻医数）H29年度(18名修了)

H30年度(19名修了) 
R  元年度(15名修了)
R 2年度(14名修了)

R   3年度(18名修了)   
R   4年度(20名修了)
R   5年度(19名修了)
R   6年度(18名修了)
R   7年度(18名修了)

：１０名
：１５名
：１０名
： 8名
：１１名
： 9名
：１１名
：１３名
： ９名

東北大学大学院・東北大学病院・仙台医療センター・仙台市立病院・東北労災病院・
宮城県立がんセンター・宮城県立こども病院・東北厚生病院・東北厚生年金病院・
仙台厚生病院・JCHO病院・仙台赤十字病院・石巻赤十字病院・栗原中央病院・
県南中核病院・広南病院・坂総合病院・竹田総合病院・山形市立病院・岩手医科大学大
学院・岩手県立中央病院・岩手県立磐井病院・秋田大学附属病院・秋田赤十字病院・
八戸市立市民病院・東京大学病院・国際医療福祉大学病院・獨協医科大学病院・
関西電力病院・神戸大学医学部附属病院 ほか



脳神経内科 ３名
腎臓・高血圧内科 ３名
呼吸器内科 ４名
消化器内科 ３名
循環器内科 ３名
糖尿病代謝・内分泌内科 １名
血液内科 １名
産科・婦人科 ４名
小児科 ４名
皮膚科 １名
放射線診断科 ２名
精神科 １名

令和8年4月1日現在

外科 ６名
呼吸器外科 １名
心臓血管外科 １名
脳神経外科 １名
泌尿器科 ２名
整形外科 ４名
耳鼻咽喉科 ２名
眼科 ２名
麻酔科 ５名
形成外科 １名
救急診療科 ３名



※プログラムの詳細はホームページをご覧ください

基 幹 施 設：大崎市民病院
連 携 施 設：東北大学病院，仙台市立病院，東北労災病院，石巻赤十字病院，栗原市立栗原中央病院，

登米市立登米市民病院，国立循環器病研究センター，涌谷町国民健康保険病院，
山形市立病院済生館，群馬県立心臓血管センター

特別連携施設：公立黒川病院，公立加美病院，公立南郷病院，栗原市立若柳病院，栗原市立栗駒病院，
大崎市民病院鳴子温泉分院，大崎市民病院岩出山分院，大崎市民病院鹿島台分院

基 幹 施 設：大崎市民病院
連 携 施 設：東北大学病院，仙台市立病院，石巻赤十字病院，栗原市立栗原中央病院，登米市立登米市民病院，

気仙沼市立病院，宮城県立こども病院，東北公済病院，いわき市医療センター

基 幹 施 設：東北大学病院（内科，外科，小児科，産婦人科，整形外科，形成外科，脳神経外科，
麻酔科，救急科，泌尿器科，眼科，耳鼻咽喉科，皮膚科，放射線科，病理，精神科，
総合診療科）

基 幹 施 設：東北医科薬科大学病院（内科，外科，泌尿器科，小児科，耳鼻咽喉科）
基 幹 施 設：仙台市立病院（内科）
基 幹 施 設：東北労災病院（内科）
基 幹 施 設：石巻赤十字病院（内科，外科）
基 幹 施 設：弘前大学医学部附属病院（病理）
基 幹 施 設：国立成育医療研究センター（小児科）
基 幹 施 設：山形市立病院済生館（内科）

（令和9年４月1日予定）



選考試験＆病院見学



選考内容： 面接・小論文（事前提出）
適性試験（事前解答）

選 考 日：

そ の 他： 選考結果は厚生労働省主催のマッチング
形式に従って対処します。

※上記日程で都合が合わない場合は柔軟に対応させていただきますので，
ご連絡ください。

尚，詳しくはホームページをご覧ください。

８月上旬～９月上旬 計6回



■交通アクセス■
・車
カーナビをご利用の場合は，下記の住所・電話番号を設定してください。
宮城県大崎市古川穂波３丁目８番１号 ℡0229-23-3311

・タクシー
JR古川駅からタクシーに乗車し，大崎市民病院前下車。
（所用時間約１０分）

・バス ※古川駅８番バス乗り場
古川駅と当院の間を往復するシャトルバス
が運行しています。また，大崎市中心市街
地循環便，美里町住民バス，ミヤコーバス
色麻線の一部の便も乗り入れしております
のでご利用ください。

１. 右上のQRコードを読み込み，見学申込フォームに必要事項を入力のうえ，

希望日の２週間前までに送信してください。

注）大崎市民病院 アカデミックセンターのメールアドレス

kensyu-och＠h-osaki.jp を受信できるようにしてください。

２. お申し込み後，1週間以内に担当者から受付メールを送信します。

届かない場合は教育研修係までご連絡ください。

３.   日程調整終了後，決定のメールを送信します。

確認後，確認した旨のメールを返信してください。

４.   病院見学お申し込みは随時受付けております。

※土曜，日曜，祝日，年末年始（12月29日～１月３日）を除く

シャトルバス１５分

循環便バス１５分～４０分

古
川
駅

8
番
バ
ス
乗
り
場

大
崎
市
民
病
院

●東北最大の都市
「仙台市」から40ｋｍ
新幹線で15分・車で50分
の恵まれた環境

申
込
は
コ
チ
ラ

待ってるパタ！



研修医 Ｑ＆Ａ



Ｑ＆Ａ 実際の声！！

Q．当院での研修を選んだ決め手や，当院の良い所は？（1/2）

A．

・経験できる症例数が多い

→県北の医療の中心を担っていることから，仙台市内のように各々の専門

に特化した施設が多数ある地域よりも，幅広く多くの症例の経験を積むこ

とができます。

・診療科が多く揃っていて，多彩な科の経験ができる。

→多彩な診療科に分散して研修を受けるため，症例の取り合いは起こりま

せん。また，各診療科には，東北大学医局との連携のもと，経験豊富な臨

床研修指導医が多数在籍しており，手厚い指導を受けることができます。



Ｑ＆Ａ 実際の声！！

Q．当院での研修を選んだ決め手や，当院の良い所は？（2/2）

A．

・先輩研修医，専攻医の若手医師が多い

→当院の初期研修を修了した方を含めた3年目以降の専攻医が約60

名と多く在籍しています。気軽に相談やコンサルトできる環境と

なっており，安心して研修に臨むことができます。

・各科指導体制は屋根瓦方式になっている

→研修医同士で引継ぎや相談が円滑にできるよう，各診療科1週間

程度，研修期間が重なるように屋根瓦方式を採用しています。



Ｑ＆Ａ 実際の声！！

Q．研修医の業務内容は？

A．

・病棟回診や処置・処方，新入院患者の診察・問診など。

・動脈採血や，胃管挿入，血液培養採取など基本的な手技も。

・一部の科では専門的な手技を経験することができる。

・外科：鼠径ヘルニアの執刀

・日夜勤業務（救急外来）では研修医が初期対応を行う。

・身体診察や，必要な検査を行い，その結果を評価して上級

医と方針を決める。

・研修医だけで帰宅の判断をすることはない。どんな手技を行

うにしても，上級医が丁寧に教えてくれるので安心。



Ｑ＆Ａ 実際の声！！

Q．臨床研修修了後に大崎市民病院に残るメリットは？

A．

・慣れた環境で集中して研修に臨める

→当院は内科と外科の専門研修基幹病院となっていますの

で，当院で3年目以降も継続して専門医取得のための研修

を行うことが可能です。専門研修に入っても，電子カルテ

を含めた職場環境を変えることなく集中して研修に臨めま

す。



Ｑ＆Ａ 実際の声！！

Q．大崎市民病院の臨床研修から専門研修に移行した時
のメリットは？

A．

・臨床研修の間に，専門研修修了要件を先取りできる

→内科専門研修で定められている全ての領域の症例を，臨
床研修の間に経験することができるため，より集中して専
門研修に臨むことができます。

特に，血液内科・リウマチ科など，標榜する施設が限ら
れている診療科を，臨床研修の間に経験できることが一番
のメリットとなります。



Ｑ＆Ａ 実際の声！！

Q．大崎市民病院はローテート以外にどのような研修を行っていますか？

A．

・心エコー講習会，中心静脈穿刺講習会などの実技講習会が計画され，実施してい

る

→当院が全国で最初に導入したGrowSIMは，救急外来で多く遭遇する実践的なシナ

リオを，簡単な端末操作で進行することができ，研修医同士で自発的に学ぶことが

できる環境を整備しています。

また，令和８年度末 完成・開設予定の地域医療連携施設の３階にはスキルスラ

ボ（臨床技能学習設備）が整備予定であり，更なる研修の質向上を計画しています。

（同施設２階には研修医だけの医局も整備予定です。）



地域医療連携の中核となる地域医療

連携拠点施設が大崎市民病院の敷地

内に整備されます。

1階に診察室，2階に研修医室，3階に

スキルスラボ・研修室が構成され，当院

の研修環境がより充実されることが期

待されています。

【研修医室イメージ】



●

米どころ古川の穂波をイメージ
した黄金色のポストと，映画
「幸福の黄色いハンカチ」にち
なんだ黄色のポスト



当院のシンボルマークについて

大崎市民病院のイニシャルであるOをモチーフに，ひとつの円弧は患者
さんと地域を，もう一つの円弧は大崎市民病院を表現しています。そ
の２つが１つの大きな円を作ることで「病院とのつながりと信頼」そ
して「地域の人たちの健康」を象徴しています。


